
フェムテックとは、女性を意味する「Female（フィメール）と技術を意味する Technology

（テクノロジー）を掛け合わせた造語です。月経・妊娠・更年期など女性が辿るライフステージ

の健康課題をテクノロジーで解決する新しいサービスや製品のことです。 

 女性活躍推進が叫ばれ、社会進出が進む中、月経(生理)による不調や更年期などに悩み

ながら、我慢して仕事をやり過ごす女性も少なくありません。そんな女性特有の健康課題を放

置することは「社会損失」につながるとの認識が広がり、女性の健康を支える商品や技術、

サービスを意味する「フェムテック」が世界的に注目されています。 

 今回の講座では、沖縄タイムス社の取材をもとに沖縄タイムス社の新垣記者と佐渡山記者

をお招きし、沖縄県内におけるフェムテック市場の現状や、県外企業の取り組みなどを紹介し、

市民へのヘルスリテラシ－向上に向けたお話しをいただきます。  

なは女性センター講座2023 

お問合せ＆講座のお申込み ⇒ なは女性センター窓口でも受付しています。受講無料です。 

なは女性センター  TEL.098-951-3203 / FAX.098-951-3204 

☆プロフィール (さどやま りんこ) 

 2007年に沖縄タイムス入社。文化事業局（イベント企画運営）

や編集局（記者）を経て、営業局営業部主任。 

 2022年11月～2023年４月、沖縄タイムス社SDGｓ企画

「Step with you～」を企画。勉強会内容や紙面内容、 

フェムテックイベントの運営に携わった。    

講師 ： 佐渡山 倫子さん  

    (沖縄タイムス社営業局 

      営業部主任） 

講座のお申込みは、 
QRコードからもできます。 

講師 ： 新垣 綾子さん  

     （沖縄タイムス社DX戦略局 

      デジタル編集部副部長） 

☆プロフィール （あらかき あやこ） 

 2000年に沖縄タイムス入社。社会、くらし、県政、スポーツ

などを取材し、現在はデジタル編集部記者。手掛けた連載に

は、沖縄の高齢者問題を追った「銀髪の時代～『老い』を生

きる」や、精神障がい者差別の歴史を取り上げた「『座敷牢』

の闇で～私宅監置を考える」など。貧困ジャーナリズム賞に

「精神障がい者の私宅監置」表彰受賞。 

＊市在住･在勤･在学の方は手話通訳が利用できます。9月29日(金)まで

にお申し込みください。なお、一時保育は当面の間、休止いたします。 

＊８月5日に開催予定でしたが、台風6号の影響により 
  延期しました。 

日時 １０月７日(土) 午後２時～４時 

場所：なは女性センター 学習室 

定員：３６人(事前申込先着順)  対象：関心のある方 


